
                                                                                 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科 

①聞かれている問い（事柄）を正確につかむために，文

章の骨格や条件を細かく読み取る作業を授業の中に取

り入れる。 

②生徒の実態に応じた発問を精査する。 

③単元の終末を見据えた計画を立てる。 

社会科 

①問いを明確にして話し合いを活性化させる。 

（アウトプットを行う） 

②常に疑問をもつ問いや資料を選定する。 

③単元を貫く問いを設定する。（授業を行っていく中で生

徒の考えに変容がみられるような問い） 

数学科 

①・証明や説明の結果がよくないことから，なぜそうな

るのかを自分の言葉で説明する場面を 1 時間に 1 回設

定する。（ペアワーク・グループワークなど） 

・類似の問題を取り入れる。・最初の 5分に計算力をつ

けるドリル学習を続けていく 

②③・単元を通して見通しを持てる授業づくりや他学年

の内容との関わりを考えることで，何を学べばよいの

かを理解する。・課題設定の仕方の工夫（身近な問題な

ど）を行う。 

理科 

①課題となっている各調査問題や入試問題に取り組ま

せ，考え方を紹介する。各調査問題の類似問題を作成

し，授業や定期テストで出題する。 

②日常の事象や実物を活用し，なぜと思わせる導入と発

問を設定する。 

③単元のゴールを教師・生徒ともに明確にし，授業の振

り返りを行うようにする。 

音楽科 

①身近に使われている BGM・CMなどを使用し、興味・

関心を持たせるような導入を工夫する。 

②音楽の鑑賞する際の聴くポイント・絞って課題を提

示する。創作では条件をなるべく生徒自身が理解し

て創作方法を選択してできるようにする。 

③歌唱・創作・器楽・鑑賞の各分野を繋げるめあてを 

設定する。 

美術科 

①課題に興味・関心が持てる導入をする。（先輩の参考作

品の提示･身近なテーマなど） 

②生徒の実態に応じ，学習した知識や技法を生かして表

現したいと思える課題を設定する。 

③単元を貫く問いを設定する。 

保健体育科 

①教科本来の面白さや楽しみ方を理解できる導入を工夫

する。 

②体験や学習を通して疑問や解決策が考えられるように

する。 

③単元を通して，つけたい力を明確にする。 

技術科 

①興味関心を高める導入の工夫を行う。学びの振り返り

を大切にする。 

②効果的な資料を示して，問いに対して自ら問いを立て

られるように工夫する。 

③単元を貫く問いをはじめに示し，単元の最後に全体を

振り返る。 

家庭科 

①興味や関心を高める導入の工夫を行う。（動画や掲示物 

を活用して視覚的に） 

②授業の終末に，学びの「振り返り」を書く時間をとり， 

理解度を確認する。 

③生徒の実情を考慮して（安全を確保して），授業や実習 

を進める。 

英語科 

①ラウンドシステムと並行して英文の文法指導をする。 

②英文の語順を理解し，英文が書けるようになる帯活動

を仕組む。 

③ラウンドシステムの効果的な指導を研修し，実践に繋

げる。 

 

◆目標値 ◆目標値 ◆目標値 

「思考力」 「コミュニケーション力・協調性」 「意志決定力・志」 

福山に愛着と誇りを持ち，社会の変化に対応し，自ら考え行動し，仲間と共に，未来を切り開き豊かな

未来を創ろうとする人材 

駅家中学校 学校教育目標「自律」「寛容」「志」 

１学年  ２学年  ３学年  

2022 年(令和 4 年) 「全国学力・学習状況調査」・「学力の伸びを把握する調査」結果 

①【「問い」を設定する力・学びをファシリテートする力】 
学習の過程で生徒の中から生じてくる疑問(問い)から、問題意識、探究心など(問い)を生むように教師はファシリテートする。 

    ・生徒同士の学習の中で、問いをもち、その問いに対してじっくり考え、「分かった！！」「やったぁ！！」「納得！！」となる姿を目指す。 

    ・教科書内にとどまらず、社会や日常生活とのつながりを意識する。 

「問い」が、次の学びへとつなげ、学習への主体性や意欲を高める原動力になるものとする。 

②【単元を構想する力】 

「付けたい力（２１世紀型スキル＆倫理観）」を明確にしたカリキュラムの研究 
単元を通して、生徒に何をどのように考えさせ、何を身に付けさせたいかを授業者が明確にもつとともに、どのような問いを投げかけ、 

どのような活動を仕組むかを整理していく。 

・必要な知識や技能を定着していく学習と、それを実際に活用し思考する学習のバランスや計画の設定。 

・付けたい力を意識した学習活動(言語活動)の工夫や充実。 

・単元構想において「本質的な問い」、「単元を貫く問い」、「個別の問い」を整理する。 

 

①教科として，各調査の数値を上げるために取り組むこと。②質の高い問いを生徒に立たせるための教科としての工夫。③単元構想の工夫。 


